医人第401号　
令和８年９月18日　
県内各病院の長　殿

茨城県保健医療部医療局医療人材課長
令和８年度地域医療勤務環境改善体制整備事業補助金交付申請について（通知）

　本県の医療行政の推進につきまして、日頃から御協力賜り、厚く御礼申し上げます。

県におきましては、救急病院等における勤務医の働き方改革を推進するため、医師の労働時間短縮のための体制整備を支援しております。
このたび、令和８年度地域医療勤務環境改善体制整備事業補助金交付申請の募集を開始いたしましたので、当補助金の申請を希望する場合は、下記により申請をお願いいたします。
なお、当補助金の対象医療機関については、要項第２条のほか、別紙への記載事項にご留意ください。

記

１　提出様式
　(1)　令和８年度地域医療勤務環境改善体制整備事業補助金申請書（様式第１号）
　(2)　地域医療勤務環境改善体制整備事業に関する稼働病床数等報告書（別紙１－１）

(3)　勤務医の負担軽減及び処遇改善に資する体制（計画）（別紙１－２）

(4)　経費所要額調書（別紙１－３）

(5)　医師労働時間短縮計画　(任意様式) 

２　提出期限

令和８年10月30日（金）　※紙申請の場合は17時必着

３　提出先
　　茨城県保健医療部医療局医療人材課　医師確保担当 宛
電子（メール）　i.doctor@pref.ibaraki.lg.jp

紙（郵送）　〒310-8555　水戸市笠原町978-6

【別紙】交付要項の補足
第２条第１号　：救急用の自動車又は救急医療用ヘリコプターによる搬送件数が、令和６年４月から令和７年３月までの１年間で1000件以上2000件未満であり、地域医療に特別な役割がある医療機関

⇒　地域医療に特別な役割がある医療機関として、２次救急又は３次救急を担い、かつ、救急車又は救急医療用ヘリコプターによる搬送件数が1000件以上2000件未満を受け入れる医療機関

第２条第２号ア：救急用の自動車又は救急医療用ヘリコプターによる搬送件数が、年間で
1000件未満の医療機関のうち、夜間・休日・時間外入院件数が500件以上で、地域医療に特別な役割がある医療機関

⇒　地域医療に特別な役割がある医療機関として、２次救急又は３次救急を担い、かつ、救急車受け入れが1000件未満ではあるが、夜間・休日・時間外入院件数が500件以上の医療機関

第２条第２号イ：救急用の自動車又は救急医療用ヘリコプターによる搬送件数が、年間で
1000件未満の医療機関のうち、離島、へき地等で、同一医療圏に他に救急対応可能な医療機関が存在しないなど、特別な理由が存在する医療機関

⇒　特別な理由が存在する医療機関として、同一医療圏に他に２次・３次救急対応可能な医療機関が存在しないことや、都道府県として地域の中核的医療機関であると認める医療機関が時間外労働規制により必要な対応ができなくなることにより、地域住民の医療へのアクセスに相当の時間がかかることなどの理由がある医療機関。

第２条第３号ア：地域医療の確保に必要な医療機関であって、周産期医療、小児救急医療機関、精神科救急等、公共性と不確実性が強く働く医療を提供している場合

⇒　公共性と不確実性が強く働くものとして地域医療の確保に必要な医療機関については、都道府県として地域医療の確保に必要と考える次に掲げる医療機関

　　　　　　　　・周産期医療については、急性期・高度急性期病棟を持つ総合周産期医療センター又は地域周産期医療センターの指定を受ける医療機関

　　　　　　　　・小児救急医療機関については、大半が小児医療を提供し小児救急医療を行う病院

　　　　　　　　・精神科救急については「精神科救急医療体制整備事業」における精神科救急医療施設に指定され、夜間・休日の措置入院及び緊急措置入院の対応を年間12件数（月平均１件）以上行っている精神科医療機関（この場合は精神科病床数を対象として交付）

第２条第３号イ：地域医療の確保に必要な医療機関であって、脳卒中や心筋梗塞等の心血管疾患の急性期医療を担う医療機関であって一定の実績と役割がある場合など、５疾病６事業で重要な医療を提供している場合

⇒　５疾病６事業で重要な医療を提供している場合については、次に掲げる一定の実績と役割があり、都道府県として地域医療の確保に必要な次に掲げる医療機関について認める

　　　　　　　　・脳卒中については、超急性期脳卒中加算の算定が25件/年程度以上の医療機関

　　　　　　　　・心筋梗塞等の心血管疾患については、急性心筋梗塞等に対する治療件数が60件/年程度以上の医療機関
　　　　　　　　・そのほか、高度のがん治療を専門に行っている施設のうち、急性期・高度急性期病棟を持つ医療機関、移植医療等極めて高度な手術・病棟管理を行う医療機関、児童精神科を行う病院（この場合は精神科病床数を対象として交付）等

第２条第４号　：その他在宅医療において特に積極的な役割を担う医療機関

⇒　「機能強化型在宅療養診療所の単独型」及び「機能強化型在宅療養支援病院の単独型」の医療機関
【問合せ先】


　〒310-8555　水戸市笠原町978-6


　茨城県保健医療部医療局医療人材課


　医師確保担当　長谷川


　　Tel:029-301-3191　Fax:029-301-3194


　　E-mail:i.doctor@pref.ibaraki.lg.jp








